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奥沢地区社会福祉協議会の今年度の推進員研修は、２月 10 日(月)に千葉市に 
ある日本赤十字社千葉県支部を訪問、同支部内に設けられている「義肢製作所」 
を見学しました。 
最初に、会議室で日本赤十字社のあゆみと千葉県支部の概要等の説明を受け、その後義肢製作所を見学しました。
ここは日本赤十字社で唯一の義手義足の製作施設だそうで、義肢製作を通じて障がいへの 
理解を広げたいとの思いにより、施設の見学も積極的に受け入れ、県内外から多くの方が 
来所され、義肢製作の業務に触れていただいているそうです。 
国家資格を有する義肢製作の担当者から、義肢は必要とされる方の生活や仕事の状況を 
勘案して機能や構造も異なるものとなる等詳しいお話を伺い、参加された皆様は真剣な 
まなざしで説明に聞き入っていました。 

１月 19 日(日)奥沢中学校で第 38 回奥沢新春地区まつりが開催されました。雨降る寒い中での前日準備でした
が、当日は一転して青空の穏やかな天候となり、地域の大勢の方々と一緒にさまざまな箇所で中学生ボランティ
アの活躍がありました。防災ＰＲコーナーでは起震車に⾧蛇の列が出来るなど、出店団体数 58 団体、小学生マラ
ソン参加者 335 名、総来場者 5,400 名と大盛況でした。 

 

社会福祉協議会、奥沢あんしんすこやかセンター、東玉川ふれあいルームのＰＲコーナーでは、ぽーとたまがわ
（地域障害者相談支援センター）の展示、エコプラザ用賀の協力を得て使用可能な小型家具の抽選会を行ないま
した。ブースの中にＰＲパネルを展示、それぞれの活動に関するクイズに答えて抽選券を受け取ります。締め切り
間際まで続き 157 名の申し込みがありました。１時からの抽選会では大勢が注目する中、当選者の発表のたびに
大歓声があがり、キックボード、ギター、ベビーカー、自転車など 25 点が次々と引き取られていき地区まつりの
最後を盛り上げました。 地域の福祉を理解して、ものの大切さを考える機会になればと始めてから今回で９回目
になります。引き取られたリユース品が大切に使われていることを願っています。 

すぐにうち解けエンジョイ！松原地区とそば打ち交流

松原地区の社会福祉協議会には男塾という男性だけのサロンがあり
ます。１月のテーマに、奥沢・東玉川ダンディエクササイズクラブが
行なっているそば打ちエクササイズに興味を持ち、交流会を開催し
たいとの要請がありました。そば打ちのまぜる・捏ねる・延ばす・切
るなどで体を動かし、エンジョイしている活動を実践して学び、今後
の男塾活動に活かしたいとの申し出に当方からは６名が参加。30 日
に２台の車にそば打ちの道具のほかコーヒーメーカーなども積み込
み、松原ふれあいの家に出張しました。 

松原地区の参加者は女性含め 17 名。奥沢地区メンバーのそば打ち披露
に続き、５班に分かれてマンツーマンの手取り足取りの講習会が行な
われました。参加者は自ら打ったそばはお土産として持ち帰りにし、
講習後に先ほど奥沢地区のメンバーの打ちたてのそばを茹で全員が堪
能しました。 

そば打ちを全員が体験し、それぞれがいろいろと聞いたり教えたりとコミュニケーションがはかられ、楽しい交
流会となり、松原地区の今後の活動にも刺激となり、大成功でした。奥沢地区でも来年度はこのような講習会を
年代や男女問わず開催する企画です。ご期待下さい。 

日本赤十字社千葉県支部を訪問 

義肢の製作場所を見学令和元年度推進員研修 

参加者の義肢装着 
歩行体験も 

恒例となりました奥沢小学校と東玉川小学校 4 年生の希望者を
対象に、12 月 22 日（日）福祉体験見学会を開催しました。日
本体育大学の野村ゼミの今野先生とゼミ生の皆さんのご協力を
いただきボッチャ、車いすバスケ、フライングディスク、ペガー
ボールの体験と大学の施設見学をしました。児童からは、車いす
バスケが楽しかった。ボールをパスしあって最後にゴ―ルでき
たのがうれしかった。障がい者スポーツはだれでもできること
を知りました。障がい者の人のためにいろいろな工夫があり、便
利な道具がたくさんあることを学びました。今日のランチ（稲毛
屋さんのカレー）は特別おいしかった!など、初めての体験に多
くの発見があったようです。 
また、保護者からは、障がいのある方々とスポーツを楽しむ、工
夫しだいで楽しい時間を過ごせる機会を知りました。子供も大
人も障がい者も一緒に楽しめるスポーツはすばらしい!沢山の
スポーツ体験ができました。ボッッチャの頭脳戦が見応えがあ
りました。など多数の感想をいただきました。 
今野先生からは、障がい者がスポーツを楽しめるようにルール
や用具を工夫したものを、障がい者スポーツと呼ぶこと。障がい
のない方でも車いすに乗ってバスケットボールをすれば、下肢
に障がいのある方と一緒に楽しめることなどの話をしていただ
きました。 

そばを打つダンディクラブの様子を真剣に見る松原の参加者 
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